
【調査結果から分かる本市の状況】 〇比較的よくできていた点 ●課題のあった点

○図表などを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することはできている。

〔 2⃣ 二 〕

●目的や意図に応じて、日常生活の中から話題を決め、集めた材料を分類したり関係付けたり

して、伝え合う内容を検討することに課題がある。〔 1⃣  一 〕

●目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けることに課題があ

る。〔 3⃣ 三 (1)〕

教科に関する調査結果

１ 調査結果の概要

児童数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

相模原市 5,161 9.4 / 14 67 10.0 3.1

神奈川県（公立） 66,704 9.3 / 14 66 10.0 3.1

全国（公立） 936,137 9.4 / 14 66.8 10.0 3.0

小学校 国語

14

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 2

(2) 情報の扱い方に関する事項 1

(3) 我が国の言語文化に関する事項 1

Ａ　話すこと・聞くこと 3

Ｂ　書くこと 3

Ｃ　読むこと 4

知識・技能 4

思考・判断・表現 10

主体的に学習に取り組む態度 0

選択式 9

短答式 3

記述式 2

問題形式

65.4 65.5 64.7

77.3 75.9 78.5

58.4 56.8 58.8

57.5

評価の観点

73.6 72.9 74.5

64.3 63.863.9

学習
指導
要領
の

内容

　全体 67 66 66.8

分類 区分
対象問題数

（問）

平均正答率(％)

貴教育委員会 神奈川県（公立） 全国（公立）

思考力、
判断力、
表現力等

67.0 66.5 66.3

70.1

知識及び
技能

74.9 73.3 76.9

63.5 63.7 63.1

81.3 81.3 81.2

69.9 69.5

57.9 57.5

【正答数ごとの層分布（全国四分位）】



２ 成果と課題

（１） 比較的よくできていた問題

〇趣旨

図表などを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することができるかどうかをみる。

〇問題

正答率：83.1％
（全国：81.8％）



〇趣旨

目的や意図に応じて、日常生活の中から話題を決め、集めた材料を分類したり関係付けたりして、伝え
合う内容を検討することができるかどうかをみる。

〇問題

【学習のポイント】

インタビューなどを通して特定の相手から話を聞く際は、何を知りたいかを明らかにした上で、

質問内容を検討することが重要です。また、必要に応じて、インタビューをする相手や知りたいこと

などについて事前に情報を集めておき、それらを踏まえて質問を検討することも考えられます。

また、集めた情報については、種類別に並び替えたりまとめたり、関連する情報同士を線でつな

いだりして分かりやすくするなどの工夫ができます。

このように、インタビューを行う際は、どんな質問をすればよいか事前に考えるとともに、質問内

容を検討するための情報を収集するなど、ねらいをもって質問をすることが大切です。

正答率：54.1％
（全国：53.3％）

（２） 課題の見られた問題と学習のポイント



〇趣旨

目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けることができるかどうかを
みる。

〇問題

【学習のポイント】

図鑑や新聞などを読む際は、文章と文中に使われている図表から読み取れることを結びつけて

必要な情報を読み取れるようにすることが大切です。特に、文中の図表が、文章のどの部分を詳し

く説明しているのかを明らかにしながら読むことで、内容の確かな理解につながります。

また、文章を読むことの目的に応じて必要な情報も変わってきます。「レポートを書くために読

む」「話し合いで相手を納得させるための情報を集めるために読む」など、読む目的を明確にし、そ

の目的に合わせて必要な情報を見付けだすことを意識して読みましょう。

正答率：43.0％
（全国：40.8％）
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【調査結果から分かる本市の状況】 〇比較的よくできていた点 ●課題のあった点

○目的に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確にすることはできている。

〔 1⃣ 二 〕

●自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書くことに課題がある。

〔 1⃣ 四 〕

●資料や機器を用いて、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫することができ

る。〔 2⃣ 四 〕

教科に関する調査結果

１ 調査結果の概要

児童数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

相模原市 4,820 7.7 / 14 55 8.0 2.7

神奈川県（公立） 59,447 7.6 / 14 55 8.0 2.7

全国（公立） 870,560 7.6 / 14 54.3 8.0 2.7

中学校 国語

【正答数ごとの層分布（全国四分位）】

14

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 2

(2) 情報の扱い方に関する事項 0

(3) 我が国の言語文化に関する事項 0

Ａ　話すこと・聞くこと 4

Ｂ　書くこと 5

Ｃ　読むこと 3

知識・技能 2

思考・判断・表現 12

主体的に学習に取り組む態度 0

選択式 8

短答式 2

記述式 4

分類 区分
対象問題数

（問）

全体

評価の観点

48.2

問題形式

学習指
導

要領の
内容

知識
及び
技能

思考力、
判断力、
表現力等

平均正答率(％)

貴教育委員会 神奈川県（公立）

55 55 54.3

48.1

53.7 53.9 53.2

全国（公立）

52.8

63.0 62.9 62.3

49.0

55.7 55.5

25.425.8

53.1 52.3

48.2 49.0

48.1

55.3

25.3

64.8 63.9

71.8 73.6

64.4

73.7



２ 成果と課題

（１） 比較的よくできていた問題

〇趣旨

目的に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確にすることができるかどうかをみる。

〇問題

正答率： 83.2 ％
（全国：82.5％）



〇趣旨

自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書くことができるかどうかをみる。

〇問題

【学習のポイント】

文章を通して自分の考えを伝えるためには、根拠を明確にして書くことが重要です。例えば、根

拠としては、「複数の具体的な事例」や「専門的な資料（図鑑・論文・公式サイト）からの引用」等が考

えられます。

自分の考えを伝えるような文章(例：意見文・説明文)を書く際は、「どんな根拠を示せば相手を納

得させることができるか」を意識するようにしましょう。

（２） 課題の見られた問題と学習のポイント

正答率：28.3％
（全国：31.0％）

【正答例】
〔Bーウを選択した場合〕

今年は、ペン立てづくりの体験コーナーを設けています。
これは、昨年の参加者から、つくってみたいという感想をも
らったからです。みなさんの参加をお待ちしています。



〇趣旨

資料や機器を用いて、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫することができるかどうか
をみる。

〇問題

【学習のポイント】

スピーチやプレゼンテーションといった言語活動を行う中で一人一台端末等を活用する際、活用

の目的を明確にすることが大切です。例えば、「最も伝えたいことを強調するため」、「説明をより

詳しくするため」などが考えられます。言語活動を通して、伝えたい内容を明らかにした上で、資料

の内容を吟味したり、提示するタイミングを検討したりしましょう。

正答率： ２３．３ ％
（全国：２３．2％）

【正答例】
〔Bを選択した場合〕
地域の人たちと中学生が、笑顔でマリーゴールドの手入れをして

いるイラストに変更すると、「学校と地域が、マリーゴールドでつ
ながった」ときの様子が、視覚的にもよく伝わると思います。


